
 
 
 

第 9 回「ロータリーの友」地区だより（３月号） 

 

 ３月になると急に暖かくなって来た様な気がします。地区大会も近付き 4 月 17 日・

18 日には白浜・田辺で皆様とお会い出来るのを楽しみにしています。 
３月は識字率向上月間となっています。 

是非お目通し頂きたい記事 

☆ 横組 
〇ＲＩ会長メッセージ                            １頁 

  国際大会に参加しましょうと云うテーマで 6 月 20 日～23 日カナダケベック州モン

トリオールで開催される国際大会をＰＲされています。 
「私は皆さん方にモントリオールに集い、この機会を利用して新しい奉仕の仲間を

見つけたり、一歩進んだプロジェクトのアイデアを得たりしながら、ロータリーへ

の熱意を一層新たにされるようお勧めします」と説いておられます。 
〇識字率を上げ日々を豊かに －特集、識字率向上月間－         ５～９頁 

識字率向上の為の所沢西ＲＣ・富山みらいＲＣ・不破の関ＲＣ・山口南ＲＣ・米沢

中央ＲＣの取組みを特集してあります。 
〇未来を見つめるローターアクター                   10～13頁 
３月８～14 日は「世界ローターアクト週間」です。各地区におけるローターアクタ

ーのメンバーの活発な活動、頼もしい限りです。 
〇日本初 川越ローターアクトクラブ 第 2570 地区アクト委員会委員 石川 昇  14～16 頁 

わが国第１号のローターアクトクラブとして川越ローターアクトクラブは 1968 年

誕生しました。「障害をもつ社会的弱者に手を差し伸べよう」という活動プログラ

ムのもと障害者の順応性を高め、社会参加の意欲と能力の向上を図っています。 
一方、川越星野女子高校ＩＡＣは 45 年の歴史を誇り、現在部員二百余人の多きを

擁するという事です。 
「ＩＡＣ・ＲＡＣとも地域社会のニーズに取り組み、二度とない青春時代に社会に

貢献するという貴重な体験は個人の人格形成の上で大きな力になると確信する」と

述べています。 
〇Ｒａｙ ｏｆ Ｈｏｐｅ 希望の光                  17～21頁 

レイ・クリンギンスミスＲＩ会長エレクトへのインタビューを掲載してあります。

テーマの「地域を育み、大陸をつなぐ」の意味はロータリアンではない人にもロー

タリーが行なっていることについて知ってもらい、同時に自分たちがしている活動

の重要性をロータリアンに確認してもらう事をねらったテーマであるとの事です。 

〇ゴールまであと数インチ …最後の一押しを！…           26～29頁

インドでのＮＩＤ（全国予防接種日）参加のレポートを掲載しています。「私たちの

投与したワクチンが子供たちの未来を確かなものにする。人口急増、貧富の差拡大

のインドでのポリオ撲滅は容易ではありませんが、対岸の火事として見過ごすわけ

にいきません」としています。 
村上有司 2640 地区ガバナーも投与した感激をしみじみと語っておられました。 

〇国際ロータリーの規則を決める規定審議会                36 頁 

ロータリーの国会とも云うべき規定審議会は今年４月に開催されます。規定審議会

のルール、規則は民主的に変更されています。３年に１回の規定審議会、今回はど

のようなことが決まるのでしょうか。 



 
☆ 縦組 
〇転ばぬ先の杖と知恵   東京大学教育学部長 武藤 芳照       ２～６頁 

  転倒予防７ヵ条を述べています。第一「歳々年々同じからず」第二「転倒は結果」

第三「片脚立ちを意識する」第四「転ばぬ先の杖」第五「無理なく楽しく 30 年」

第六「年寄りに冷や水」第七「転んでも起きればいいや」 
結論として、「からだを動かし、心を動かしていつまでもすこやかに実りある日々

を送るようにみんなで努力したい」と結んでいます。 
〇手に手 くらぶ探訪 
 上品で風味のよい 高田ロータリークラブ              ７～17 頁 

  「雪の高田」と言われる上越市高田はスキー発祥の地という事ですが、高田の街や

高田ＲＣのメンバーを紹介してあります。家業を継いでロータリアンとして２代

目・３代目が多くいる伝統あるクラブという事です。 
〇卓話の泉                             12～13 頁 

  気をつけたい目の病気  和歌山東ＲＣ 黒田 純一 
〇俳壇                                14～15 頁 

  「寒鰤の生きて糶らるる夜明けかな」     和歌山・御坊   橋本 順子 
「寒椿ふれればはかなき人の頬」       和歌山・御坊   田端 静代 
「生きてまだときめく心白障子」       和歌山・御坊   中野 賢一 
「水仙や菩薩への道埋めつくす」       和歌山・御坊   上西 好子 

〇歌壇                                14～15 頁 
  「フルートの先生今はロータリアン例会毎に楽しき笛の音」 

大阪・堺東    竹山 時和 
〇柳壇                                14～15 頁 

  「幸せは集まる人の顔にあり」        大阪・堺     大澤 徳平 
 「鈍行で疲れて帰る塔巡り」         大阪・堺     松谷 湖塔 

 〇ロータリーアットワーク ＲＯＴＡＲＹ ＡＴ ＷＯＲＫ 写真編       23～29 頁 
防災スタンプラリー        堺おおいずみＲＣ          26 頁 
タイでのＷＣＳ     美原・堺北・河内長野東ＲＣ          27 頁 

 〇ロータリーアットワーク ＲＯＴＡＲＹ ＡＴ ＷＯＲＫ 文章編       30～35 頁 
園児による「歌・踊・奏」発表会   河内長野東ＲＣ          31 頁 

〇表紙のメッセージ 
本年度は祭をテーマとして表紙の写真を掲載してありますが、隠岐の御霊祭、尾張

国府官の裸祭両者とも勇壮な日本の祭を力強く表現してあります。 
 
 
 

「ロータリーの友」地区委員 廣本喜亮（田辺ＲＣ） 
Ｅ－mail：hiromoto1026@ybb.ne.jp 
ＴＥＬ：0739-22-0571 ＦＡＸ：0739-26-7307 


